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蛤
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一叢

不
勢
利
得
税
を
論
ず

・

基
督
教
交
明
の
獲
展
概
論

肚
會
哲
學
咋
襟
主
意
的
二
元
論
的
思
想

・

纏
濟
道
と
経
済
術

小
作
制
と
小
作
法

時
}

蛤調

一
我
邦
の
地
租
を
論
ず

・

説

苑

ジ

、
ン
・
ロ
ッ
ク
の
私
有

椹

論

・

功

利

主

義

と
生
産

政
、策

・

雑

録

古

川

古

松

軒

の
著
述

に
就

て

・

『
共

産

宣

言
』
の
英

鐸
本

に

つ

い
て

コ
附
録

.

本
誌
竿

四
巻
警

鐘
法
難
博
士
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學
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士
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一
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β

バ
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発
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財

部

静

治

恒

藤

恭

作

田
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一
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郎

渋
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経
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學
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岩
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一

経
済
學
土

掘

脛

夫

経
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學
士
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論

叢
経
済
遣
ξ
雛

術
(三
)

第

+
四
巻

(第
六
號

西
入
)

九
七
〇

、

レ

維

濟

道

ミ

経

済

術

(
三
)

作

田

荘

一

四

道

徳

と

経

済

経
済
道
の
性
質
を
考
察
せ
ん
ε
す

る
に
は
先
づ
沮
徳
ε
経
済
ε
の
關
係
を
明
か
に
じ
な
け
れ
ば
な
ら
阻
。
此
問

題
は
倫

理
學

ε
経
済
畢
ε
の
交
渉
す

る
所
で
あ
る
が
、
從
來
の
倫
理
學
は
道
徳

一
般
を
論
ず
る
の
が
職

分
で
あ
る

か
ら
、
特

に
経
済
の
道
徳
性
を
考

へ
る
こ
ε
に
冷
淡
で
あ
り
、
甚

し
き
は
殊
更

に
経
済
問
題
を
遽
ざ
け
、
中

に
は

繹
濟
を
外
道
覗
す

る
傾
向
さ

へ
あ

っ
π
。
叉
経
済
學
の
方
で
は
故
意
か
過
失
が

`
も
か
(
勝
手
に
狭

い
領
國
を
定

め
て
其
に
立
籠
b
道
徳
界

ε
交
渉
ず

る
努
力
を
怠

っ
て
居
淀
。
然
る
に
近
代

に
於
け
る
生
産
経
済

の
躍
進
的
獲
展

ε
其
結
果
に
撮

っ
て
起
れ
る
激
烈
な
る
階
級
岡
璽
ε
は
、
経
済
を
中
ビ恥
ご
す
る
幾
多

の
肚
曾
問
題
を
績
獲
せ
し
め

生
活
の

一
部
た
る
維
濟
が
全
般
の
生
活
に
深
刻
な
る
影
響
を
奥
ふ
る
こ
ご
、
な
b
、
弦
に
経
済

に
關
す

る
思
想
及

び
行
動
が
深
く
道
徳
の
根
本
に
ま
で
接
燭
b
な
け
れ
ば
已
ま
源
有
様
ε
な
っ
た
。
経
済
生
活
は

一
切
の
肚
會
生
活

を
支
配
す
る
ε
見

る
が
如
き
、
経
済
問
題
は
要
す
る
に
倫
理
問
題
で
あ

る
ご
云
ふ
が
如
ぎ
は
如
何
に
道
徳
ε
経
済

ε
の
關
係
が
重
要
覗
せ
ら

る
＼
か
を
示
し
て
居

る
。
生
活
資
料
の
生
産

に
就
て
創
造
親
を
執
b
得
な
い
現
代
入
は



更

に
夜
食
不
足
の
理
由
を
以
て
子
孫
の
創
造
を
も
制
限
せ
ん
ビ
し
て
居

る
。
自
然
を
支
配
し
自
由
に
立
脚
す

る
ε

稠
す

る
交
明
人
は
寧
ろ
却

っ
て
自
然
を
柴
拝
し
之
起
威
服
す
る
野
彎
入
以
上
に
深

い
迷
信
を
懐

く
も
の
で
は
あ
る

ま
い
か
。
廣
大
な
る
道
徳
界
を
知
ら
撮
経
済
人
は
富

め
る
も
貧
し
き
も
共

に
強

い
迷
信
の
旗
幟

倣
下
に
力
を
話
し

て
戦

っ
て
居
る
。
此
の
痛
ま
し
き
悲
劇
は
何
に
由

っ
て
止

め
得
ら

る
Σ
で
あ
ら
ふ
か
。
耽
れ
か
刀
折
れ
矢
審

く
る

を
待

つ
に
由

っ
て
か
、
將

た
迷
信
の
旗
が
引

下
ろ
さ
る
Σ
に
由

っ
て
か
。

道
徳
ご
経
済
ε
は
外
形

に
於
て
如
何
な
る
關
係
を
有
す

る
か
に
就
て
は
、
従
来
の
諸
説
を
大
禮
次
の
三
通

り
の

見
解
量

約
し
得

.。
患

ふ
。
茎

星

活
内
容
よ
り
見
た
・
も
の
、
其
二
は
生
活
慣
旗
　

見
た
る
も
の
・
其

三
は
生
活

の
規
範
及
び
方
面
ε
し
て
見
た
る
も
の
で
あ
る
。
以
下
順
次
に
之
を
述

べ
や

う
。
.

其

一

生
活
内
容
よ
b
見
た
る
道
徳
ご
経
済

此
見
解
は
馨

の
生
活
内
容
の
相
違
を
以
て
道
警

脛
響

叢

別
し
て
二
者
の
關
係
を
見
る
の
で
あ
る
・
或

者
臓
道
徳
ε
純

r濟
ご
は
目
的
生
活
ご
手
段
生
活
`
の
關
係
窯
立
ち
、
道
徳
は
人
が
人
ご
し
て
の
生
活
の
目
的
又
は

理
想
を
決
定
し
遂
行
す
る
・
ご
で
あ
り
、
経
濟
昆

目
的
を
達
す
る
護

ε
し
て
舞

を
利
用
し
生
活

の
條
件
を

充
た
す

.、
毛

あ
を

見
る
。
天
威

る
者
は
綬
濟
は
物
質
的
威
畳
的
生
活
で
あ
り
・
肚
會
を
活
動
量

書

す

る
の

も
結
局
は
箇
人
の
肉
艦
的
生
活

の
満
足
に
錦
着
す

る
が
、
道
徳
は
精
神
的
理
性
的
生
活

で
あ
り
、
箇
人
の
性
格
に

論

叢

饗

道
ε
器

術
(三
)

隼

裂

(笙

禽

四
九
)

九
を

・

圏

O

「



.

輪

鍛
,

纒
濟
道
ご
郷
濟
術
(三
)

第
十
四
巻

6第
六
號

五
〇
)

九
七
二

根
櫨
を
置
く
も
結
局

は
趾
會

の
中

に
自
己
を
實
現
す
る
に
あ
っ
て
、
縄
濟
は
道
徳

に
適
従
す

る
ε
見
る
。
更

に
成

る
者
は
、
二
者
共

に
廣
義
の
善
を
實
現
す
る
の
で
あ
る
が
、
道
徳
は
第

一
義
の
自
立
善
を
實
現
し
縄
濟

は
第
二
義

の
附
騒
善
即
ち
有
用
叉
は
敵
用

を
標
準

ξ
な
し
、
後
者
は
前
者

の
條
件
`
な
る
ピ
見
る
の
で
あ
る
。
是
等
三
様

の

所
見
も
隣
す

る
所
ば
道
徳
{
輕
濟
ε
が
吾
人
の
生
活
に
於
て
範
園
を
異

に
し
而
か
も
其
間

に
主
從
の
關
係
が
あ
る

ご
な
す
の
で
あ
る
。

此
種
の
見
解
は
寧
ろ
道
徳
論
者

に
多
く
存
し
、
倉
康
實

つ
れ
ば
則
ち
磯
節
を
知
る
ε
云

へ
る
は
北
極
の
思
想
で

あ
る
。
惟
ふ
に
我
等
の
生
活
に
は
目
的
ε
見
ゆ
る
も
の
ぎ
手
段
ε
見
ゆ
る
も
の
ざ
の
匪
別
が
存

し
て
経
済
生
活
は

後
者

に
属
し
、
叉
生
活
の
目
的
叉
は
理
想
を
決
定
し
遂
行
す
る
こ
ε
が
道
徳
上
の
問
題
な
る
こ
ご
は
疑
ひ
な

い
。
さ

れ
ご
」
目
的
に
封
ず
る
手
段
を
輩
し
方
法
`
見
す

一
の
目
的
に
達
す
る
矯
め
の
前
提
ご
見
る
ε
き
は
、
目
的
が
道
懲

駒
割
断
を
受
く
る
冠
同
時
に
手
段
も
亦
同
様

に
道
徳
的
に
取
扱
は
れ
な
け
れ
ば
な
ら

漁
。
経
済
飽
活
ば
道
徳
生
活

に
入
ら
ず
ご
云
ふ
を
得
球
い
。
又
経
済
を
物
質
的
肉
鴨
的
益
活
に
止
め
し
め
道
徳
を
精
神
的
理
性
的
生
活
に
限
る

こ
ざ
は
只
だ
専
断
的

に
道
徳
の
範
囲
を
狭
く
限
定
せ
る
ま
で
ゴ
あ

っ
て
我
等
の
道
徳
意
識
か
ら
出
頚
し
た
も
の
で

な

い
。

よ
し
物
質
的
肉
鰐
的
生
活
で
あ

っ
て
も
其
を
道
徳
の
外
に
置
く
`
云
ふ
こ
ご
は
常
識
さ

へ
も
許

さ
な
い
。

更

に
道
徳
は
自
立
善
を
、
経
済
は
附
属
善
を
實
現
す

る
も
の
こ
見

る
は
論
理
上
の
批
難
は
免
れ
得
る
遣
し
て
も
此

亦
道
徳

の
概
念
を
根
擦
な
く
限
定
し
た
も
の
で
あ
る
ご
實
際
生
活
を
省

み
る
ε
き
は
脛
濟
行
爲
の
中
に
も
歴
然
ε

〆
.
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ウ

し
て
自
立
善
の
實
現

さ
れ
居
る
こ
ε
を
威
知
し
得

べ
く
勢
働
や
施
與
の
如
き
は
軍
に
其
の
表
現
の
外
形

に
渦
ぎ
な

い
ε
見
る
こ
ε
も
出
來
る
。
殊

に
現
今
a
如
く
箇
人
の
全
生
活
に
影
響
し
全
肚
會

の
運
命
を
も
左
右
せ
ん
こ
す
る

ほ
こ
に
重
大
な
る
意
義
を
有
す
る
経
済
問
題
を
指

し
て
軽

々
し
く
道
徳

の
付
厨
品
ε
見

る
は
甚
だ
穏
當
を
敏
く
ご

云
は
な
け
れ
ば
な
ら
億
。
孰
れ

に
し
て
も
道
徳
ε
経
済
ε
を
生
活
内
容
の
相
違
ご
見
る
ε
き
は

一
の
行
爲
は
道
徳

行
爲
か
経
済
征

爲
か
の
孰
れ
か

一
に
属
し
、
樫
濟
行
爲
に
は
道
徳
問
題
が
生
じ
な
い
結
果
ざ
な
る
。
よ
し
道
徳
を

狭
義

に
解
し
謂
ゆ
る

一
般
道
徳

の
み
に
限
定
す
る
ご
し
て
も
、
縄
濟
生
活
が
人
生
の

一
部
た
る
限
り
は
道
徳

の
範

園
よ
り
逸
し
去
る
を
許
さ
れ
な

い
。
経
済
は
道
徳
以
外
の
方
面
よ
り
も
観
察

せ
ら
れ
得
る
が
道
徳
を
離

れ
て
存
立

す
る
こ
ご
は
田
凍
な
い
ご
思
ふ
。

置
八
二

生
活
儂
侑
…よ
り
見
た
る
道
徳
ε
纒
濟
…

此
見
解
は
道
徳
ご
経
済
ご
を
匪
別
す

る
に
書
入
が
生
活
上
實
現
す
る
所
の
債
値
若
く
は
執
る
所
の
主
義

の
特
質

を
以
て
し
、
外
形
上
同

一
様
な
る
行
爲
も
道
徳
上
よ
b
見
る
ε
経
済
上
よ
り
見
る
ご
は
.其
の
意
味
を
異
に
す
る
ピ

な
す

の
で
め
る
。
例

へ
ば
非
功
利
論
者
は
、道
徳
は
義
を
旨
ざ
し
経
済
は
利
を
圭

`
な
す
ご
言
ひ
、
功
利
主
義
者
は

道
徳
は
利
他
に
即
き
経
済
は
利
己
に
即
く
ざ
説
き
、
叉
謂
ゆ
る
経
済
主
義
や
貨
幣
償
値
を
標
準
ε
し
て
経
済

の
特

質
を
擧
げ
以
て
道
冨

ε
庭
別
す
る
が
如
き
が
其
で
あ
る
。
人
を
奴
隷
ご
な
し
或
は
勢
賃
を
以
て
拘
束
す

る
は
人
格

を
無
醜
し
或
は
輕
侮
す
る
悪
事
な
b
ピ
批
難
守
る
は
道
徳
的
判
断

に
旙
し
、
之
を
自
己
又
は
肚
會

に
ざ

つ
て
生
産

論

叢

脛
濟
道
芝
縄
濟
術
(三
)

第
+
四
巻

(第
六
號

玉
』
)

九
七
三

〆



、

論

叢

経
済
導

痙

需

(三
)

第
+
四
巻

(築
山
ハ
號

五
二
)

九
七
四

・

能
率
の
増
進
を
妨
ぐ
る
不
利
の
所
爲
な
り
ε
排
斥
す
る
は
経
済
的
判
断
に
鴎
す

ご
な
し
、
叉
慈
恵
施
與

に
就
て
も

道
徳
上
よ
り
は
之
を
人
格
毀
傷
の
悪
事
ご
評
し
、
経
済
上
よ
り
は
貧
民
増
加
の

一
悪
因
ε
評
す

る
が
如
く
各
別
の

.

僧
値
判
断
を
下
す
は
孰
れ
も
債
値
叉
は
主
義
の
上
よ
り
遺
徳
ご
経
済
ε
を
分
つ
見
解
で
あ
る
。
此

の
二
重
償
値
の

見
解
は
寧
ろ
脛
濟
論
者
に
裂
一
行
は
れ
、
常
識
ε
し
て
も
彼

の
軽

業
は
螢
業
な
り
」
芸

ふ
標
語
が
示
す
が
智

北
見
解
を
受
納
れ
て
居
る
。
封
建
時
代

の
嚴
重
な
る
階
級
制

の
下
に
於
て
は
黄
葉
家
階
級
は
或
程
度
ま
で
道
徳
上

の
拘
束
を
緩

め
ら
れ
今
も
幾
分
其
遺
風
が
蝿

っ
て
居
る
。
叉
宗
教
的
道
徳
に
於
て
富
を
呪
咀
す
る
聖
訓

の
如
き
は
.

.

道
徳
ご
経
済
ご
を
別
箇

の
便
値
ご
じ
て
取
扱

ひ
而
か
も
二
者
は
相
容
れ
な
い
だ
考

へ
て
居

る
。
「
ア
ダ

ム
象

ミ
ス
」

の
「
道
徳
情
操
論
」
ざ
「
富
国
論
」
ε
に
於
け
る
立
場
も

一
の
二
重
債
値
観
で
あ
る
。

此
の
見
解

に
依
る
ε
き
は
、
若
し
道
徳
ε
経
済

ご
が
互

に
縁
無
き
贋
値
や
主
義
に
櫨

る
ξ
す

れ
ば
二
者
の
間

に

は
何
の
關
係
も
成
立
し
な

い
。
併
し
斯

の
如

き
は
二
重
人
格

に
導
く
不
通
の
見
解
で
あ
り
、
又
質
際
生
活
に
於
て

は
二
者
は
相
交
渉
し
、
而
か
も
必
し
も
相
容

る
㌧
ξ
は
限
ら
な

い
。
「富
ま
ん
ε
す
れ
ば
仁
な
ら
す
、
仁
な
ら
ん
ざ

す
れ
ば
富
ま
す
」
ご
言
ふ
は
其

で
あ
り
、
「
ブ
ラ
ト
ー
ン
」
は
「
理
想
國
」
の
中

に
、
「
富
ε
道
徳
ご
を
天
秤
に
縣
胤く
る

ε
き
は

一
方
が
上
れ
ば
他
方
が
下
る
」

ご
吉

っ
て
居
る
。
其
庭
で
多
く
の
入
は
心
に
道
徳
を
念
じ
身

に
経
済
を
行

ふ
。
斯
く
て
小
人
は
世
を
欺
き
君
子
は
己
を
欺
く
。
然
ら
ば
如
何
に
す
れ
ば
此
の
詐
欺
よ
し
冤
れ
得
る
か
。
他
な

し
只

だ
二
重
償
値
親
和
捨

つ
る
に
あ
る
の
み
。

'

㌦



嘲

余
の
見
る
所
に
て
は
二
重
償
値
親
に
立
て
る
道
徳
ご
輕
濟
ε
の
旺
別
は
、
道
徳
及
び
経
済
其
も
の
ン
塵
別
で
な

く
實
は

一
定
の
道
徳
親
及
び
経
済
観

の
嘔
別

に
過
ぎ
な
い
ε
思
ふ
。
利
己
主
義
も

一
の
道
徳
親

ε
し
て
成
立
し
得

べ
く
、
経
済
生
活
吃
力
さ

へ
許
せ
ば
利
他
主
義
に
撮
り
て
替
み
得

べ
く
、
久
其
が
利
己
よ
り
も
進
ん
で
居

る
。
叉
経

済
生
活
は
必

し
も
功
利
の
上
に
出
で
な
い
ε
は
限
ら
な
い
し
又
其
方
が

一
層
望
ま
し
一
、
功
利
主
義

ε
錐
も
之
を

道
徳
の
外
に
追

ふ
ξ
す
れ
ば
遺
徳
思
想
殊
に
實
際
の
道
徳
生
活
の
大
宇
は
失

は
る
」
で
あ
ら
ふ
。
荷
ほ
又
謂
ゆ
る

道
徳
ご
纏
濟
…
ε
が
衙
一案
.す

る
ε
き
は
や
は
り
脛
.濟
を
抑

へ
て
道
徳
に
櫨
　る
外
は
あ
る
ま
い
。
我
等
が
…貰
現
せ
ん
ε

す

至
口同
級
贋
値
は
輿
、
正
、
美
、
善

の
四
つ
に
止
ま
ウ
、
経
済
は
必
然
に
書
債
値

の
實
視
た
る
道
徳
に
趣
か
ね
ば
、

な
ら
楓
。
最
一口同
絶
謝
の
償
値
を
實
現
す
る
宗
敏
も
現
蟹
的
に
は
相
野
界
に
下

っ
て
如
上
四
者

の
孰
れ
か
の
贋
嬉
を

實
現
す
る
の
で
あ
り
、
其
が
善
悪
の
規
範
を
重
る
工
限
り
は
道
徳
に
蹄
属
す
る
。
斯
(
見
る
ご
・き
は
道
徳

ξ
経
済

ε
が
別
箇

の
償
値

や
主
義

に
擦

っ
て
立

つ
ご
云
ふ
見
解
は
支
持
し
得
ら
れ
奪

い
こ
`
に
な

る
。
要
す

る
に

一
定
の

道
徳
観
や
経
済
親
が
直
ち
に
道
徳
や
脛
濟
で
は
な
.い
。
我
等
は
規
矩
を
使
用
す
る
前
に
先

づ
規
矩
を
嘗
て
ら
る

べ

き
目
的
物
の
何
た
る
か
を
認
め
置
か
な
け
.
.
れ
ば
な
ら
組
。

.

其
三

生
活
の
規
範
及
び
方
面
ご
し
て
の
道
徳
蓬
経
濟

此
見
解
は
道
徳
を
以
て
生
活

「
般
の
規
範

ε
な
し
輕
濟
を
以
て
生
活
内
容
の

「
部
面
こ
な
す

の
で
め
る
。
即
ち

道
徳
は
生
活

の
各
方
面
を
通
じ
て
入
が
人
.し
し
て
當
然

に
要
求

せ
ら
る
、・
行
爲
の
規
範
で
あ
る
が
、
輕
濟
は
政
治

論

叢

郷
濟
道
ぞ、経
洌
術
(三
)

第
十
四
巻

(第
六
號

五
二
)

ゴ九
七
五

、

,

〆

L



論

叢

経
済
濫
ミ
揮
濟
衛
(三
)

第
十
四
巻

(第
六
號

五
四
)

九
七
六

衛
生
、
激
育
等

ε
並
ん
で
限
定
せ
ら
れ
た
る
目
的
を
有
す
る
生
活
の

一
部
面
を
指
す

の
で
あ
る
。
故

に
二
者
は
其

々
生
活
上
の
意
義
を
異

に
す
る
が
縄
済
生
清
和
支
配
す

る
道
徳
に
於

て
同

一
の
場
班
を
青
む
る
こ
`
、
な
る
。
道
.

徳
は
凡
て
の
行
燈
の

一
般
規
範
を
與

ふ
る
黙
に
於

て
経
済
を
包
含
す
る
ε
同
塒
に
其
以
外
.に
も
幾
多

の
生
活
部
面

を
典
範
園
に
敗
め
、
.麗
済
は
他

の
生
活
部
面
ピ
共
に
道
徳
の
傘
下
に
立

つ
が
道
徳
上
の
規
範
及
び
其
貴
行
の
外
に

爾
ほ
地
種
の
行
爲
の
規
矩
及
び
其
實
行
を
留
保
し
て
居
る
。

斯
の
如
く

一
般
道
徳
を
其
の
ま

N
経
済
生
活
に
適
用
し
繹
濟
行
爲

の
規
範
を
道
徳
の
中

に
求
む
る
見
解
は
近
代

の
倫
理
學
者
共
に
経
済
學
者
の
間

に
見
る
所

に
て
、
二
者
の
立
場
は
著
し
く
接
近
し
て
來
た
。
「
パ
ウ
ル
ぜ
ソ
」
が

其
倫
理
學
に
於
て
脛
濟
生
活
を
論
ず

る
に
當
り
「
全
く
資
本
に
由

っ
て
衣
食
す
る
者
は
盗
賊
な
り
」
`
論
断
せ
る
は

耽
會
主
義
輕
濟
論

の
所
見
ピ
相
通
じ
て
居
る
。
「
マ
ー

シ
ヤ
ル
ロ
の
見
解
は
鯨
程
微
撮
的
で
あ
る
が
街

ほ
是
腱
に
牧

む

べ
き
も
の
で
あ
ら
ふ
。
氏
の
説
は
或
程
度
ま
で
英
図
傳
続
の
學
説
を
盈
重
し
、
且

つ
實
際
に
於
て
純
濟
生
活
に

謝
し
高
き
標
準

の
道
徳
を
要
求
す

る
の
困
難
な
る
を
慮

っ
て
居

る
や
う
で
あ
る
。
「
ワ
グ
ナ
ー
」
の
有
名
な
る
動
機

論
は
明
か
に
此

の
第
三
の
見
解
を
執
り
、
経
済
生
.活
の
倫
理
化
を
高
調
し
て
高
級

の
道
徳
的
動
機
を
も
脛
濟
生
活

に
擬
し
て
居
る
。
「
ス
ミ
ス
」
の
「
維
濟
的
道
徳
主
義
」
慶
其
の
道
徳
士
山
義
の
當
否
は
大
に
争
は
れ
得
る
も
縄
濟
生
活

を
全
然
道
徳

の
原
則
に
振

っ
て
改
造

せ
ん
ε
す
る
全
巻
の
主
張

は
最
も
明
瞭
に
此

の
第
三

の
見
解
た
る
を
示
し
且

つ
現
代
肚
會
思
潮
の
有
力
な
る
傾
向
を
語

る
も
の
で
あ
る
。

1)
2)
3,

4)

Paulsen,SystemderEt}1ik.B・II.S・57・

Marshall,Princip'esofEconomicsB.1.Chap.II.壱4-7.

Wagner,qrundla匹ed、Volkswirt～chaft・B.1・K・LAbs・2・3・

S如 しh,EconomicMoralism・

■



此
種

の
見
解
は
道
徳
ε
脛
濟
ε
を
正
面
よ
り
見
て
各
者

の
特
徴
を
把
握
し
た
る
も
の
な
れ
ば
第

一
及
び
第
二
の

見
解
の
如
き
無
理
を
生
じ
な
い
。
吾
人
は
大
髄

に
於
て
此
見
解
に
賛
同
す
る
。
撚
れ
こ
も
我
等
の
生
活

の
規
範
に

は
各
方
面
の
生
活
を
蔽
ひ
蓋
す
所

の
普
遍
的
規
範
ざ

一
定

の
限
定
せ
ち
れ
π
る
目
的
を
有
す
る
各
部
面
の
生
活

の

み
に
存
す
る
所
の
特
殊
的
規
範
こ
の
二
種
あ
っ
て
其
筈
が
脛
濟
生
活
に
如
何
に
現
は
る
N
か
を
明
か
に
し
な
け
れ

う

へ

も

カ

ば
な
ら
の
。
前
者
は
狭
義

の
道
徳
に
る
普
遍
道
徳
で
あ
る
が
、
生
活
の
普
遍
的
規
範
た
る
以
上
は
経
済
生
活
が
之

に
則
る
を
當
然

こ
す

る
こ
ざ
は
言
を
須
北
な
い
。
脛
濟
問
題
は
要
す
る
に
倫
理
問
題
で
あ
る
ε
云

ふ
の
は
其
黙
か

ら
来
る
の
で
あ
る
。
同
時

に
叉
経
濟
生
活
が
地
種
の
生
活
部
面
ご
異
る
猫
自
の
且
的
を
有
す
る
以
上
は
他
方
面

に

通

ぜ
ざ
る
特
殊
の
規
範

か
存
す
る
鐸
で
あ
る
。
之
を
も
道
徳
ご
呼
ぶ

べ
き
や
否
や
は
偶
題
で
あ
る
こ
し
て
経
済
生

活

に
於
け
る
普
遍
ε
特
殊

こ
の
二

つ
の
規
範
を
明
確

に
分
っ
て
其

々
の
意
義
を
定
む
る
こ
ε
は
、
道
{偲
ご
脛
濟

ピ

の
關
係
を
正
し
く
解
す
る
上
に
於
て
必
要
で
あ
る
ε
思

ふ
。

'

以
上
吾
人
は
道
徳
ご
縄
濟
乙
の
意
義
及
び
關
係
に
就
て
三
標

の
見
解
を
略
述
し
だ
る
が
、
要
す
る
に
二
者
は
決

し
て
第

一
及
び
第
二
の
見
解
の
如

き
樹
立
的
關
係

に
立

つ
も
の
で
な
く
、
寧
ろ
第
三
の
見
解
の
如
く

一
禮

の
生
活

に
於
て
異
れ
る
見
地

が
ら
相
交
錯
し
、
道
徳
よ
b
見
た
脛
済
生
活
着
し
く
は
輕

濟
生
活
に
於
け
為
道
徳
ご
盲
は
る

べ
き
閣
僚

に
立

つ
も
の
で
あ
る
つ
而
し
て
吾
人
は
脛
濟
生
活
を
律
す
る
道
徳
の
中
に
普
遍
道
徳
ピ
特
殊
植
徳
ε
の

輪

業

経
済
濫
ピ
輕
揖
術
一三
)

第
†
四
巻

(第
六
號

五
五
)

九
七
七

、

.

呪

ン

9



P

歌

論
.
叢

経
済
濫
・、輕
濟
術
三

〕

第
+
西
塔

(第
六
號

五
さ

九
七
八

二

っ
を
包
含
せ
し
む
る
の
で
め
る
。
普
遍
及

び
特
殊
の
何
た
る
か
に
就
て
は
種

々
に
異

つ
π
見
解
も
あ
る
が
、
吾

人
の
見
る
所
を
音

へ
ば
、
普
遍
ご
は
全
般
を
成
す

べ
き
各
箇

に
行
き
亘
り
相
通
じ
而
か
も
全
般
に
具
は
.る
所
の
性

状
を
各
箇

の
見
地

よ
b
概
括
的
に
見
た
る
も
の
で
あ
り
、
叉
特
殊
ε
は
同
じ
く
蚕
般
を
成
す

べ
き
各
箇

が
其
々
に

分
有
し
て
互
に
相
通
ぜ
ざ
る
所
の
性
状

で
あ
る
。
さ
れ
ば
特
殊
を
如
何
様

に
集
め
て
も
特
色
は
依
然
`
し
て
存
し

決
ん
で
普
遍
ーヒ
は
な
ら
な

い
。
又
普
遍
を
如
何
様
に
割

い
て
も
其
は
顕
に
各
箇
に
就
て
語
ら
る
y
に
止
ま
り
決
し

て
特
殊
ご
は
な
ら
な

い
。
二
者
は
劃
立
し
て
孰
れ
の

　
よ
り
も
他
を
導
く
こ
ご
は
出
京
な

い
。
吾
人
は
こ
の
意
味

に
於
て
先
づ
経
濟
を
包
含
す
る
所
の
普
遍
道
徳
を
論
じ
其
が
如
何
に
経
済
を
律
す

る
か
を
考

へ
、
次
に
普
遍
道
徳

に
入
ら
ざ
る
所

の
特
殊
の
経
済
道
徳
に
論
及
し
た

い
ε
思
ふ
。

五

普

遍

道

徳

,

倫
理
學
の
素
養
極

め
て
貧
弱
な
る
者
が
道
徳
の

一
般
論
を
試
む
る
は
甚
だ
無
謀

の
企
で
あ
る
が
、
輕
濟
道
の
意

.
義
を
基
礎
付
く
る
薦

め
に
は
已
む
を
得
ず
真
庭
に
論
及
し
な
け
れ
ば
な
ら
諏
。
只
だ
此
の

一
小
篇
に
ε
つ
て
は
過
.

大
の
嫌
あ
る
問
題
を
論
ず

る
の
で
あ
る
か
ら
所
見
は
未
熟
に
了
り
説
明
は
簡
約
に
失
し
て
待
ち
に
讃
者
を
煩
は
.す

に
過
ぎ
な

い
こ
`
を
怒
る
》
の
で
あ
る
。

凡
そ
道
徳

の
問
題
は
大
別
し
て
二

つ
ε
た
.
る
。
其

一
は
道
徳
上
の
制
定
を
受
く

る
対
象
を
認
明
す
る
こ
ε
、
其



こ
は
其
対
象
に
就
て
道
徳
上
の
判
定
を
な
す
こ
ε
で
め
る
。

　
は
道
徳
上
の
存
在
の
問
題
で
あ
り
、
他
拡
道
徳
上

馬

の
贋
値

の
問
題
で
あ
る
。

其

一

道
徳
上
の
制
定
の
…対
象

道
徳
上
の
制
定
の
劃
象
は
行
爲
で
あ
る
ご
謂
は
る
、
。
さ
れ
ご
行
爲

は
意
志
ε
動
作
ε
よ
b
成
り
、
而
し
て
意

志

の
奥
に
は
其
基
調
を
な
す
所
の
我
性

が
あ
り
、
動
作

に
基

い
て
其
よ
り
来

る
結
果
が
め
る
。
道
徳
上
の
判
定
は

此
の
我
性
、
意
志
、
動
作
及
び
結
果
を
通
じ
て
行
は
る
べ
き
で
あ
る
。
撚
れ
こ
も
動
作
ε
結
果
ε
は
意
志
の
表
現

で
あ
る
か
ら
、
其
筈
が
意
志
ご

一
致
す

亀
限
り
は
意
志
の
判
定
を
以
て
事
足
る

べ
く
、
其
筈
が
意
志
よ
り
も
狭
く

現
れ
た
る
ε
き
は
僑
更
意
志
を
問
ふ
を
以
て
足
り
、
又
其
筈
が
意
志
よ
り
も
廣
一
理
は
れ
た
る
己
き
は
意
志
の
限

界
に
於
て
判
定
し
な
け
れ
ば
な
ら

漁
。
法
律
其
他
の
肚
會
法
に
於
て
往

々
琢
戒
文
は
奨
顧
の
目
的
を
以
て
殊
更
に

・結
果
に
着
眼
す

る
見
解
経

會
政
策
ポ
り
見
π
る
特
殊
道
徳
已

て
は
是
認
せ
ら
れ
得
を

し
て
も
普
遍
道
徳
に

於
け
る
粘
果
論
は
正
賞
で
な

い
。
其
は
功
利
主
義
に
見
る
所

の
結
果
論

に
就
て
も
同
様
の
論
法
を
以
て
す

る
こ
ε

が
出
來
る
。

ヘ

へ

め

も

も

普
遍
道
徳
土
の
劃
定
の
劃
象
ε
し
て
吾
人
は
我
性

ご
意
志
ε
を
探
る
。
我
性

の
造
語
は
卿
か
奇
異
に
聞
ゆ
る
が

之
は
行
為
の
際

に
現
存
す
る
所
の
行
爲
者

の
自
我
の
状
態
を
假
b
に
斯
く
名
づ
け
た
の
で
あ
る
。
我
牲
は
之
を
美

し

う

も

カ

へ

の
本
位
ビ
實
質
ざ
に
分
け
て
見

る
。
我
性

の
本
位

ε
云
ふ
は
行
爲

に
於
て
吾
人

の
懐
く
所

の
意
志
が
何
者
.の
短
め

論

叢

纒
濟
道

ピ
輕
濟
術

(
三
)

、

第
†
四
雀

(第
六
號

五
七
)

九
七
九

ヤ

9



齢

叢

経
済
道
ご
経
済
術
(三
)

第
+
四
巻

(第
{.號

五
入
)

九
八
O

に
、
何
者

の
上

に
志
向
上

の
結
果

を
締

せ
し

め
ん
こ

し
て
、
何
者

の
償

値
を
標

的

ご
し
て
獲
動
ず

る
か
に
由

っ
て

ロ

リ

ロ

ロ

リ

定
ま
る
所

の
行
梵
音
の
立
場
を
指
す
。
調
ゆ
る
自
己
本
位
、
國
塚
本
位
五

言
ふ
が
如
き
類
で
あ
る
。
我
性

の
資
質
ε

云
ふ
は
行
為
に
於
て
意
志
が
爽
生
し
来
る
厨
の
「
我
」
の
意
識
内
容

の
性
質
を
指
す
。
如
何
な
る
素
質
の
「
我
」
が
付

し

ヤ

も

リ

カ

爲
に
…山
つ
る
か
に
由

っ
て
其

の
受
く
る
所
の
制
定
を
異
に
す
る
。
要
す

る
に
我
性
に
於
て
は
行
爲
が
何
者
の
爲
め

リ

コ

ロ

へ

う

ヤ
　

や

な

じ
何
者

ご
し
て
な

さ
る
㌧
か
を
見

る
の
で
あ

る
。
次

に
意

志

は
之

を
意

力

ご
志
向

ご
に
分
け

て
見

る
。
意

力
ε
云

へ

も

■
ふ
は
行
爲
中
に
あ
り
て
動
作
を
獲
生
持
続
せ
し
む
る
決
軌
力
を
帽
し
沸
志
向

ご
は
行
爲
に
於
て
企
圖
す
る
志
境
叉

は
目
的
観
念
を
指
す
。意
力
は
進
行
の
動
力
に
し
て
志
向
は
進

行
の
方
向
で
あ
る
。
二
者
柚
須

っ
て
意
志
ご
な
り
行

爲
の
意
義
を
決
定
す

る
。
是
礎
で
は

26
理
學
や
倫
遡
學
に
於
て
説

か
る
、
欲
求
、
動
機
、
思
慮
、
決
意
、
熱
意

、

志
向
等
の
種
々
な
る
精
神
作
用
の
種
類
及
び
階
段

に
關
す

る
複
雑
な
る
學
説
を
差
措

い
て
、
躍
純
に
上
述
せ
る
誠

惶
の
本
位
及
び
實
質
井
に
意
志
に
於
け
る
意
力
及
び
志
向
の
四

つ
を
以
て
道
徳
的
制
定
の
対
象
を
説
明
し
て
見
陀

い
。

こ
は
全
く

一
の
未
熟
な
る
試
み
に
過
ぎ
な

い
か
ら
切
に
先
賢
の
揖
激
を
仰
ぎ
た
い
。

1

我
性
の
本
位

し

し

へ

り

我
性

の
本
位
に
就
て
は
是
ま
で
主
我

ε
没
我
ε
の
二
つ
に
就
て
争
論
が
行
は
れ
て
居

る
。
(
此
場
合
に
余
は
利
己

及
び
利
他
の
語
を
避
く
る
。
此
等
は
功
利
を
志
向

ε
す
る
主
我
叉
は
没
我
の
意
味
に
用
ゆ
る
こ
ε
可
こ
す
る
。
余

は
後
に
述
ぶ
る
如
く
功
利
以
外
に
人
格
を
志
向

ε
す

る
主
我
ε
濱
我
ε
を
認
む
る
が
故
に
我
性
の
み
に
就
て
官

ふ



`
き
は
主
我
及
び
没
我
若
く
は
自
主
我
及
び
他
主
我
ε
呼
ぶ
)
。
是
ま
で
主
我
及
び
没
我
に
就
て
種
々
の
争
論
を
生

じ
た
る
主
な
る
原
因
は
此

の
二
者
の
意
義
が
論
者

に
よ
っ
て
異
れ
る
故
で
も
あ
る
が
、
其
他

に
我
性
の
本
位
を
此

の
二
つ
に
止

め
て
別
に

一
層
大
切
な
る
我
性

の
本
位
を
明
確

に
承
認
す
る
こ
ε
を
怠

っ
た

か
ら
で
あ
る
ε
思
ふ
。

も

も

抑
も
主
我
ε
は
箇
艦
こ
し
て
の
自
我
を
本
位

こ
な
し
其
他
は
凡
て
此
の
本
位
の
矯
め
に
存
在

の
理
由
を
有
す
ε

ヤ

や

な
す
も
の
で
あ
る
。
没
我
蓬
は
之
に
反
し
箇
膿
ε
し
て
の
自
我
を
没
却
し
其
自
我
以
外
の
賢
在
を
本
位

ご
し
其
爲

め
に
思
ひ
真
鱈
め
に
行
ひ
自
我
は
其
他
者
の
矯
め
に
存
在
の
意
義
あ
り
こ
な
す
も

の
で
あ
る
、
主
我
は
己
を
圭

ご

し
て
他
を
從

ビ
し
下
級
の
他
者
を
所
有
せ
ん
ご
し
同
級
の
他
者

を
支
配
せ
ん
ε
す

る
。
没
我
は
箇
腸
ξ
し
て
の
自

我
を
從
ε
し
他
者
を
圭
ε
し
同
級
の
他
者
を
愛
護

し
上
級
の
他
者
に
奉
仕
せ
ん
ご
す

る
。
主
我
は
上
級
を
認
め
す
」

没
我
は
下
級

を
認

め
な
い
。
而
し
て
主
我
た
り
没
我
だ
る
特
質
は
結
局
に
於
け
る
債
櫨

の
本
位
に
由

っ
て
定
ま
り

葱
に
至
る
縄
路
や
行
動
の
外
形

に
存
し
な
い
。
強

い
ら
れ
叉
は
買
は
れ
て
他
者
の
爲
に
働

く
の
が
浸
我
で
な

い
蓬

共

に
他
者
を
喜
ば
す
が
爲
な
ら
ば
自
己
に
着
く
幸
幅
を
求
め
て
も
主
我
で
は
な
い
。
.又
主
我
ご
難
も
存
在
ご
し
て

の
他
我
を
否
認
し
な
い
ご
同
様
に
没
我
ε
錐
も
存
在
ご
し
て
の
自
我
を
否
認
す
る
こ
ε
は
な

い
。
礁
だ
債
値
よ
り

見
て

一
は
自
我
を
圭

ε
し
他
は
自
我
の
至
上
椹
を
自
ら
喜
捨
す

る
に
あ
る
。

・主
我
ざ
没
我
ご
武
夫
に
相
手
を
豫
組
し
た
る
相
封
槻
の
我
性

で
あ
る
。
然
る
に
其
週
外
に
吾
人
が
濁
り
散
歩
し

讃
書
し
風
景
を
賞
し
瞑
想
を
凝
ら
す
が
如
き
、
自
己
の
爲
め
こ
も
他
人
の
薦
め
こ
も
思
は
す
自
然
の
ま

、
に
盗
れ

論

叢

鰹
濟
道
ε
纏
濟
術
(三
)

第
+
四
巻

(第
六
號

五
九
)

丸
盆

'



論

叢

経
済
導

痙

濟
術
(二
)

第
+
四
巻

(第
六
號

六
Q
)

九
八
二

,

出

つ

る
原
始
的

の
活
動
態
度

が
あ

る
。

之
を
も
士
⊥
我

ざ
名

づ
く

る
は
妨
げ

な

い
ざ
し
て
自
己
本

位
の
意
識
的
活
動

へ

へ

`
は
著
し
く
趣
を
異

に
す
る
こ
ご
は
認
め
な
け

れ
ば
な
ら

温
。
余
は
之
を
主
我
よ
り
別
け
て
凋
我
ε
名
づ
く
。
濁

執
心
は
や
は
り
事
實
こ
し
て
は
自
我
の
爲
に
動
く
も
の
で
あ
る
が
、
行
爲
.者

の
傾
値
の
本
位
よ
り
見
る
ご
き
は
自

他
の
野
立
す

る
世
界
に
偶
つ
る
以
前

の
世
界

に
住
む
天
禀
爛
漫
の
嬰
児
で
め

る
。
學
者
や
美
術
家
は
成
人
`
な

っ

て
も
此
の
嬰
児
の
心
が
存
す

る
。
死
に
瀕
す

る
慈
母
の
病
床
に
付
添

へ
る
場
合

に
す
ら
抑

へ
難

き
思
索
に
耽

る
こ

ご
が
め
る
。
今
永
眠
に
就
け
る
愛
児

の
噛
み
な
き
死
.顔
を
見
た
る
ε
き
に
慟

哭
す

る
よ
り
も
先
づ
心
急
し
く
其
の

「
マ
ス
ク
」
を
取
る
こ
ε
が
あ
る
。
其
筈
は
普
通

の
人
情
す
射
敏
け
る
主
我
者
の
如
く
見
ゆ
る
。
併
し
斯
か
る
場
合

に
は
自
己
ξ
近
親
.ε
の
聞

に
さ

へ
何
等
の
人
格
的
交
渉
が
な

い
、
雌
我
猫
行

の
態

度
を
見

る
の
み
で
あ
る
。
我
性

が
成
熟
し
始
む
る
ご
き
醐
我
よ
も
主
我

に
進
み
箇
儲

ε
し
て
の
自
己
を
本
位
ε
な
し
飽
の
箇
燈
を
自
己
に
從
属
せ

し
め
ん
ざ
す

る
。
二

つ
の
主
我
心
か
同

一
の
志
向

を
懐

い
て
出
合
ふ
ご
き
は
必
ず
相
争

ふ
。
其
結
果
は
征
服
か
妥

協
か
に
終
る
。
然
る
に
箇
膿
我
の
カ
は
想
像
せ
る
よ
り
も
遙
か
に
有
限
微
弱
で
あ
り
、
妥
協
は
勿
論
征
服
さ

へ
も

極

め
て
不
安
危
殆
の
状
況

に
あ

っ
て
、
主
我
の
諸
行
は
総
て
無
常
な
る
を
威
知
す
る
ご
き
は
.心
機

一
韓
し
て
没
我

に
移

る
。

没
我
に
入
b
て
主
我
の
苦
悔
よ
b
解
脱
す

る
。
没
我
心
は
何
人
に
も
同
情

し
同
意
し
て
世
界
到
る
所

に
近
親
を

有
す

る
。
さ
れ
ざ
如
何
に
親
む

ご
も
絶
入
は
他
人
で
あ
る
。
主
我
を
絶

つ
ご
云
ふ
限
り
に
於
て
.心
に
李
安
を
威
す

O



る
も
其
は
要
す

る
に
消
極
的
意
義
を
有
す
る
に
過
ぎ
な

い
。
我
等
は
如
何
に
攣
轄
し
て
も
結
局
は
肯
定
に
復
躁
し

な
け
れ
ば
不
動
の
安
心
を
得
な

い
。
其
庭

に
没
我
の
悲
哀
が
あ
る
。
叉
我
等
は
隣
人
を
愛
し
或
は
聖
者
に
仕

ふ
る

ピ
思
ふ
も
實
は
唯

だ
の
隣
人
や
聖
者

に
向

ふ
の
で
な
く

一
は
分
散
的
に
他

は
集
中
的
に
其
奥
に
宿
ご
せ
る
全
醗
我

に
箇
膿
我
を
結
び
付
け
ん
で」
す
る
の
で
あ
る
。
自
己
に
黝
し
他
者
ε
思
は
る

N
も
の
は
實
は
自
他
の
箇
々
を
総
ぶ

る
所

の
全
艦
我
の
住
家
に
外
な
ら
な

い
。
而
し
て
自
己
も
亦
其

の
住
家
の

一
つ
で
め
つ
て
全
膿
我
を
宿
こ
す
光
榮

あ

へ

.

を
有
す

蓬
知
る
ε
き
は
、
渡
我
は
去

っ
て
復

定
自
我
を
肯
定
す

る
最
後
の
我
性
に
到
達
す
る
。
之
を
假
り
に
至
誠

ξ
名

づ
く
る
。
登
載
も
亦
箇
臓
我
を
没
却
す

る
限
り
に
於

て
は
没
我

で
あ
る
が
、没
却
し
た
ま
、
に
て
他
者
を
償
値

本
位
ξ
し
て
愛
護
又
は
奉
仕

の
態
度
に
出
つ
る
も

の
ε
自
他
を
超
越
し
て
杢
禮
を
償
値
本
位
こ
し
、
呉
下
に
自
他

を
第
二
次
的
償
値
ξ
し
て
配
置
す
る
も
の
豊
は
、
我
性
の
本
位
こ
し
て
は
明
か
に
之
を
発
別
す
る
必
要
が
あ
乃
。

其
は
恰
も
猫
我
ε
主
我
ξ
を
発
則
す

る
が
如
き
で
あ
る
。
殊

に
我
性
の
本
位
ξ
し
て
は
、
濁
我
`
全
我
`
は
絶
対

性
を
有
し
、
主
我
ご
没
我
巴
は
相
封
性
を
有
す
る
。
原
始
的
絶
鋤
性
の
猫
我

か
ら
起
り
究
竟
飾
縄
封
性
の
全
我
に

達
す

る
間
に
開
展
的
相
勤
性
の
主
我
・し
反
動
的
相
謝
性
の
没
我
ε
が
介
在
す
る
。
其
が
我
性
の
本
位
の
凝
達
で
あ

る
。
故
に
軍
に
主
我
蓬
浅
我
ε
を
劃
立
せ
し
め
叉
は
自
利
利
他
圓
満
ε
補
す
る
だ
け
に
て
は
我
等
の
複
雑
な
る
道

徳
生
活
を
解
繹
す

る
に
は
決
し
て
充
分
`
は
云
へ
な

い
{
思

ふ
。

11

我
性
の
實
質

論

叢

輝
済
道
ミ
縄
濟
術
(
三
)

第
十
四
巻

(第
六
號

六
一
}

九
八
三

、

国

■



論

叢

経
済
濫
こ
経
済
術
(三
)

第
十
四
巻

(第
六
號

六
二
)

九
八
四

我
性

の
本

位
ε
相
並

ん
で
重
要
な

る
道
徳

的
制

定

の
対
象

巴
な
る
も

の
は
我
性

の
實
質

で
み

る
が
、
是

ま
で
主

我

や
没
我

に
就

て
種

々
に
論
議

せ
ら

る

㌧
に
反

し
、
我

性

の
實

質

に
就

て
は
余

の
寡
聞

な

る
故

で
も
あ
ら

ふ
が
飴

り
.纒

っ
陀
見

解
が
見
當
ら

な

い
や

う
で
あ

る
。
從

っ
て
比
熱

に
聞
す

る
私
見

は
他

の
部
分

に
比

し

「
層
未
熟

粗
雑

で
あ
る

か
ら

今

は
藺
草

に
其

の
要

領
を
畢

ぐ

る
に
止

め
て
世
き
陀

い
。

ヤ

も

も

ロ

め

吾

人
は
我
性

の
資
質

ε
し
て
先

づ
欲

我
及

び
純
我

ξ
假
b

に
名

づ
く

る
も

の
に
着
眼

す

る
。
「
ゼ
ー

ム
ス
」
の
説

に
よ
る
蓬
、
自

我

に
は
経
験
我

叉
は
客

観
我

ε
純

粋
我

叉
は
主
観
我

国
暑

一汗
巴

ω
黙

o
『
ζ
。
p
p
ユ
頃
二
「。
国
『q
o
。
二

の
こ

つ
が
あ

る
。
前

者

は
意
識

せ
ら

る
玉
自

我

で
め
り

後
者

は
意
識

す

る
自

我
で
あ

る
。
客
観
我

は
物
質

的

(肉
膿

.

的
井

に
財
物

的
)
、肚

會
的
、
及

び
精

神
的

の
三
種

の
も

の
を
包
含

し
、
其
筈

は
自

我

の

一
部

を
な
す
。

我
等

は
其
等

に
謝

し
て
得

意
失
意

の
自

己
評

慣

を
な

し
其
筈

を
求

め
て
自
己
保
存
及

び
振

売
を

な
す
。

之

に
封
ず

る
主
観
我

は

飽

く
ま
で
知
ら

る

》
対
象

己
な

る
こ
ご
な
く
唯

だ
知

る
所
.の
純
粋

の
自

我
で

あ
る
。
重
調

我
は
.心
理
學

的

に
見
れ

ば
軍

に
意
識
状
態

ε
吉

ふ
外

は

な

い
が
、
其

の
意
識

の
流
れ

に
於
て
客
観

我
を
所
有
す

る
主

人
公

ご
な

る
の
で
あ

る
。
余

は
始

め
我
性

の
實

質

に
就

て
漠

然
花

る
考
を
持

つ
に
過

ぎ
な
.か

っ
た
が
「
ゼ

ー

ム
ス
」
の
所
説

に
よ

っ
て
大

に
開
獲

さ
れ

た
。
.
「
ゼ
ー

ム
ス
」
は
「
知

る
」
ε
云

ふ
見
地

か
ら
客

親
裁

ε
主
観

我
ε
を
分
別
し
た

が
、
吾

人
は
之
に

倣

ひ
て
「
寫
す
」
ε
云

ふ
見
地

か

ら
欲

我

`
純
我

ε
を
分
別

し
て
見

た

い
。
、

謬

ー
ム
ス
」に
主
観
我
々
以
て
意
識
状
態
ミ
な
し
、
形
上
而
學
で
に
之
な
一
の
實
在
ぜ
ゐ
盤
魂
芝
見
み
こ
ε
が
餌
來
て
も
心
理
畢
で
に
其
が
許
さ
れ

5) James,PrinciplesofPsychology.Vol.1.Chap.X.



な
い
巴
言
っ
て
居
ろ
。
併
し
函
』
此
貼
に
就
て
に
最
後
の
解
決
矩
留
保
し
、
叉
意
識
の
流
れ
々
も
純
粋
我
叉
に
主
観
我
ξ
し
て
地
種
の
自
我
ε
封
爾

冠
し
め
て
居
る
以
上
に
、
心
理
攣
上
の
説
明
己
し
て
1ー
ミ
も
か
く
道
徳
的
判
定
の
対
象
ε
し
て
取
扱
ふ
場
合
に
1工
純
粋
我
も
亦

一
の
「
モ
♂
」で
あ
る

巴
見
て
差
支
な
い
ε
思
ふ
。
從
っ
て
余
に
欲
我
も
純
我
も
共
に
「
モ
ノ
」
ピ
し
て
の
自
我
で
あ
る
こ
す
ろ
。
.

他

ε
交
渉

せ
し

め
な

い
で
軍

に
自

殺

の
み
を
見

る

亡
き
は
、
其

は
爲
す
者

で
あ

っ
て
爲

さ
る

、
物

で
な

い
。

さ

れ
.ε
均

し
く
爲
す

に
於
て
も
肉
鴨
的

、
物
質

的

、
精

帥
的

、
肚

會
的

の
孰

れ
に
あ
れ
何
物

か
を
自

己

に
齎

ら
す

こ

ε
を
目
的

ε
し
て
駕
す
場

合

ε
然
ら

ざ

る
場
合

ε
が
あ

る
。
前

の
場
合

に
は
爲

さ
れ

た

る
結
果

ε
し
て

の
成
物

が

自

我

の

一
部

ε
威

ぜ
ら
る

、
こ
ε
は
其

が
「
ぜ
コ

ム

ス
」
の
謂

へ
る
客

観
我

で
あ

る
。

之
を
行
動

の
方
面

よ
り
見

れ

ば
、
吾

人

が
何
物

か
を
求

め
ん
ご
し
て
活
動
す

る
ご

き
は
其

の
欲

求

の
心
即
ち
自
我

な
り

ε
威

憩
ら

る

玉
。
其

は

意

識

の
封
象

こ
な

る
客
観

我

よ
b
も

一
層
自

我

ε
威

す

る
程

度
が
強

い
。
駕
す
我

ε
爲

さ
る
Σ
目

的
ε
は
塵

別
し

て
考

へ
ら

れ
な

が
ら
も

二
者

は
不

二
に

し
て
離

れ
な

い
。

例

へ
ば
財
物

や
智
識

や
権

勢
「や
名
轡
な

ご
の
外

物
を
欲

求

す

る
ε
き
、
其

欲
求
者
即

ち
自
我

ご
威

じ
、
欲

求

無

け
れ
ば
自
我
無

き
に
均

し
く

、
自
我
は
之

を
欲
求

の
過

程

中

に
意
識
す

る
。
蓄

財

に
渡

顕
す

る

ご
き
ば
蓄

財
春

節

ち
自

我

ご
な
り

、
綴
愛

に
熱

中
す

る
ぜ
き
は
懸

愛
着
即

ち

自

我

こ
な

る
。
我
等

が
外

物

に
眩
惑

さ
れ
て
之
を
欲

成
す

る
ε
き
は
、
欲
求

の
主
艦

こ
し

て
の
自

重
を
失

ひ
、
欲

求

の
対
象

に
自

我
が
乗
出

し
謝
象

の
中

に
自

我
が
宿

り
、
欲
求

の
対
象

に
囚

へ
ら

れ
て
自

ら
劃
象

を
擒
縦

す
.る
力

.

な
く
却

っ
て
対
象

の
方

か
ら
自

我

が
操

縦
せ
ら

る
れ

、
謂

ゆ

る
物
を
捜

せ
す

物

に
役

せ
ら

る
、
の
で
あ

る
。
此

の

も

カ

歌

態

に
於

け
る
自

我
を
稠
し

て
欲
我

ピ
謂

ふ
。

欲
我

ξ
雄

も
爲
す
自

我

で
あ

る
。

さ
れ
.ピ
駕
す
者

が
儒

さ
る

、
物

髄

叢

経
済
道
ピ
郷
濟
術
(三
)

第
†
四
巻

(第
六
號

六
三
)

九
八
五

」

,



論

、叢

脛
済
世
ε
経
済
術
(三
)

、第
+
四
巻

(第
六
號

六
四
)

九
八
⊥ハ

を
.追

ひ
廻

っ
て
唯
だ
其

の
物

の
上

に
の
み
爲
す

の
で
あ

る
。
極

端
に
謂

へ
ば
、
致

さ
ん
ε
し

て
却

っ
て
致

さ
る
」

の
類

に
て
、
自
ら
寫
す

`
信

じ
な
が
ら
其
實

は
外
物

に
よ

っ
て
自
己

が
爲

さ
る

ン
の
で
あ

る
。

'

徹

我
は
外
物

に
封
ず

る
欲
求

こ
し
て
動
く
。

外
物

は
雑
多

で
あ

る
。

從

っ
て

一
齊

に
多

く
を
追
求

し
て
或
は
矛

盾

の
窮
地

に
陥
b
或

は
精

力

の
浩
耗

を
告

げ
、
若
く

は

　
よ

b
他

に
轄

じ
廻
り

て
奔
命

に
疲
れ
而

か
も
終

る
.所

を

知
ら
な

い
。
此

の
生

の
輪

廻

に
悩

め
る

ξ
き
若

く
は

其
昔
憶

を
豫
見
す

る
ε
き
は
、
徒

ら

に
欲
求
す

る
の
愚

を
悟

b
外

に
謝
す

る
進
動

を
抑

へ
て
内

に
於

け
る
安

静
を

保
ち
偏

へ
に
求

め
ざ
ら

ん

ε
す

る
態
度

に
轄
す

る
。
欲
求

に

熱

す

る
心

が
冷

め
る
ご
き
は
欲
求

の
圭

榿

ε
客

艦
ざ

の
匠
別

が
段

有
ε
明
か
に
な

っ
て
行
動

の
上

に
現
は
れ
、
自

我

が
自
我

の
行

動

の
対
象
を
対
象

こ
し

て
評
債

し
塵

世
す

る
飴
裕
を
生
す

る
。

其

の
鯨
裕

か
ら
其

ま
で
欲
求

の
雲

ヤ

ぬ

霧

に
包
ま
れ
居
た
る
眞
に
爲
す
所
の
自
我
の
本
質
が
顯
は
れ
来

る
ピ
き
は
、
奨
め
自
我
性
を
謂
し
て
純
我
ξ
謂
ふ
。

或
男
が
内
説

に
よ
っ
て

一
切
の
財
産
を
失
ひ
セ
る
ご
き
、
塵
埃

の
中
に
伸
々
ε
し
て
生
れ
て
以
來
斯
の
如
き
自
由

幸
福
を
威
じ
陀
る
こ
ど
は
な

い
ざ
叫
ん
だ
そ
う
で
あ
る
。
彼
は
偶
然
の
事
件
に
よ

っ
て
欲
我
よ
り
解
放

さ
れ
て
純

我
に
目
畳
め
た
の
で
あ
ら
ふ
。
眞

の
生
活
は
放
棄
よ
り
ε
始
ま
る
ε
云
ひ
、

一
切
の
所
有
を
捨
て
Σ
我
に
從
ひ
来

れ
ε
云

ふ
が
如
き
類
の
聖
訓
は
欲
我
よ
り
純
我
に
移
れ
ご
告
ぐ
る
の
で
あ
る
。
欲
我
も
純
我
も
自
我
π
る
に
於
て

は
同

】
で
あ
る
。
唯
だ
純
我

の
自
畳
さ
れ
ざ
る
間
は
、
其
地
位
が
欲
求
に
よ

っ
て
占

め
ら

る
」
の
で
あ
る
。
「
ゼ
ー

ー
ス
」

は
意
識
の
方
面
よ
り
客
観
我
ε
主
親
裁
ε
を
別

つ
た
が
、
之
ご
見
地

ざ
意
味
を
異

に
し
な
が
ら
氏
に
轍

つ

、



て
謂

へ
ば
吾
人
は
行
動
の
自
我

に
就
て
客
騰
我
ご
主
鵠
我

ε
を
別
ち
得
る
の
で
あ
る
。

調
性
の
貴
賓

ご
し
で
は
如
上
の
欲
我
及
ぴ
純
我
が
成
熟

せ
る
人
々
の
間
に
最
も
廣
く
認
め
ら

る
」
。

さ
れ
Y
進

ん
で
考
ふ
れ
ば
欲
我
以
前
及
び
純
我
以
後
に
荷
は
二
つ
の
我
性

の
實
賀
を
認

め
得

る
。
欲
我
は
外
物
を
追
求
し
純

我
は
内
心
に
立
籠
る
。
通

じ
て
見
れ
ば
二
者
は
内
外
耽
れ

か
に
重
き
を
置
く
差
別
観
の
上
に
立

っ
て
居

る
。
然
る

に
精
棘
護
達
の
初
期

に
あ
り
て
は
、
行
爲
こ
そ
意
識
的
で
あ
れ
我
性
に
於
て
は
内
心
外
物
無
差
別
の
状
態
に
め
っ

て
、
自
我
其
の
も
の

、
活
動
ε
外
物
の
獲
得
滞
持
の
活
動

ε
の
問
に
意
識
上
の
匠
別
な
く
、

一
の
中

に
他
が
包
含

さ
れ
て
あ
る
。
例

へ
ば
衝
動
の
ま
」
に
食
を
求
め
之
を
口
に
す

る
が
如
く
.一
々
の
行
織
に
は
目
的
観
念
が
あ

っ
て

も

一
定
の
目
的
を
立
て
Σ
之
を
追
求
す

る
巴
云
ふ
自
我
の
態
度
が
出
来
て
居
な
い
。
我
性

の
實
貿
は
軍

に
自
我
の

活
動
を
意
識
す
る
の
み
に
て
活
動
の
内
容
に
關
す
る
自
畳
が
な
い
。
我
は
斯
く
爲
す

ε
は
考
ふ
れ
ざ
も
我
は
何
の

爲
め
に
何
に
封
し
て
爲
す
か
に
就
て
は
客
膿
我
ご
主
艦
載

ご
の
未
分
以
前
の
混
沌

の
擬
態

に
あ
る
。
斯

か
る
状
態

む

し

に
・⑳
る
我
性
を
假
り
に
名

づ
け
て
原
我

ε
謂

ふ
。
原
我
は
小
見

の
.恥
の
如
く
行
動
す
る
者
即
ち
高
雅
で
あ
り
、
行

動

の
対
象
が
自
我
の
中

に
含
ま
れ
、
我
ざ
我
が
物
ご
の
匠
別
が
明
瞭
で
な

い
。
然
る
に
原
我
が
箇

々
の
行
動
に
於

け
る
異
れ
る
封
崇
に
接
し
て
共
異
同
を
辨
別
し
、
又
行
動
が
意
の
如
く
な
ら
ざ
る
を
機
會

ε
し
て
劃
象
が
自
我
に

臠
し
て
嚴
存
す
る
こ
ε
を
知
る
に
及

ん
で
漸
次
に
欲
我
に
進

ん
で
來
る
の
で
あ
る
。
然

る
に
天
真
欲
我
は
内
心
外

物
の
差
別
を
認
め
て
欲
求
の
形
式
を
ご
る
も
、
外
物
に
拘
は
り
之

に
没
頭
し
て
禾

だ
自
我
の
眞
の
濁
立
を
味
ひ
得

論

叢

経
済
道
芝
経
済
術
(三
)
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叢

縄
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縄
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蜷
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な

い
。
此

の
自
我
の
動
揺
を
鎮
定
せ
ん
ε
し
て
自
立
の
自
我
を
純
我
に
獲
見
す
る
の
で
あ

る
。

純
我
は
欲
我
の
反
動
こ
し
て
深
く
内
面
に
向

っ
て
進

み
、
從

っ
て
外

に
封
ず
る
聾
動
を
厭
ひ
内

に
籠

っ
て
門
戸

夕
閉
鎖
す
る
。
欲
我

の
見
だ
る
債
値
は
純
我
に
於
て
否
定

さ
る
》
こ
ε
あ
り
、
叉
顛
倒

さ
る
玉
こ
ε
さ
へ
あ
る
。

欲
我
は
外
物
を
吸
引
す
る
に
急
し
き
も
純
我
は
之
に
反
し
て
外
物
を
排
斥
し
て
謂
ゆ
る
爲
さ
ゴ
る
を
以
て
爲
す
ε

云
ふ
態

度
を
執
る
。
然

る
に
生
命
は
無
爲
を
許
さ
な

い
、
又
箇
膿

ご
し
て
の
濁
居
を
も
肯
じ
な
い
。
斯
く
て
我
等

が
欲
我

へ
の
退
轄
を
量
れ
得
る
力
あ
ら
ば
、
自
ら
進
ん
で
最
後
の
我
性
に
到
達
し
得

る
。
其
は
自
我
の
核
心
に
達

し
て
内

に
純
我
を
確
保
し
外
に
欲
我
を
深
化
し
、
外
物
を
欲
求

し
な
が
ら

一
の
系
統
に
擦

っ
て
行
動

し
自
我
の
安

ヤ

へ

定
を
保

ち
得
る
我
性
ざ
な
る
。
吾
人
は
之
を
名
づ
け
て
假
に
統
裁
ε
謂

ふ
。
微
我
は
主
膿

の
自
重
な
く
容
艦

に
没

頭
す
る
轄
動
我
で
あ
り
遽
心
我
で
あ
る
。
純
我
は
客
罷
を
拒
否
し
て
主
騰

に
固
着
せ
ん
ε
す

る
不
動
我
で
あ
り
求

心
我
で
あ
る
。
統
裁

に
到
り
て
始

め
て
内
に
定
佳
し
て
動
か
す
外
に
進
動
し
て
而
か
も
客
膿

ε
同
.心
す
る
。
純
我

へ

の
み
が
所
有
者
で
あ

っ
て
有
ら
ゆ
る
所
有
物

に
封
ず
る
。
原
我
は
所
有
.者
ご
所
有
物

ざ
を
別
た
ざ

る
以
前
の
自
然

我
で
あ
る
。
欲
我
は
之
を
別

つ
も
所
有
物
を
追
ふ
鹸
り
に
之
に
自
我
を
投
影

せ
る
色
我
で
あ
る
ε
す
れ
ば
、
純
我

は
所
有
を
否
定
し
て
無

一
物
虚
に
居
る
實
盤

の
注
我
ε
も
謂

へ
る
。
統
我

に
至
り
て
始
め
て
所
腐
者
ε
所
有
物

ご

を
明
確

に
匠
別
し
且

つ
所
有
し
な
が
ら
取
捨
自
在
な
る
こ
ご
を
得
る
の
で
あ
る
。
(
未
完
)

r.
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